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政治 

【内政】 

●移民児童のためのスロベニア語クラス整備【１日】 

教育省は、２０２３年－２０３３年国家教育プログラ

ム案を発表し、移民児童の数に関係なくスロベニア語

の専任教師を導入することとした。現在は、移民児童

が８人以下の学校では、既存の教師がかけもちでス

ロベニア語の授業を行っている。 

同日、ＮＧＯらは、移民のためのスロベニア語講座

を改善するためのイニシアチブと請願書を発表し、昨

年スロベニアで永住許可または一時滞在許可を取得

した移民は１７６か国から２５万人にのぼり、言語や文

化的背景も様々であると指摘した。 

 

●ＯＥＣＤによるスロベニア経済レビュー【３日】 

コーマンＯＥＣＤ事務総長は、財務省主催のイベン

トでスロベニアに対する経済レビューを発表した。特

に年金制度と医療制度、公共部門においてさらなる

構造改革を勧告し、さらに住宅市場、経済の脱炭素

化、男女平等に関する課題を指摘した。同事務総長

は、ロシアのウクライナ侵攻後、スロベニア経済は外

的ショックに強いことが証明されたが、新型コロナパ

ンデミック後は回復が鈍化したと指摘した。 

 

●野党、最高裁にパレスチナ承認見直しを要求【３日】 

野党の民主党（ＳＤＳ）と新スロベニア（ＮＳｉ）は、憲

法裁判所に対し、スロベニアのパレスチナ国家承認

を見直すよう要請した。野党は承認採決をボイコット

し、現在は議会手続き規則の乱用を理由として承認

に異議を唱えている。 

 

 

 

 

●行政局ストライキが終了へ、行政局業務最適化法

案が可決【５日、１５日】 

５日、政府と行政局職員労働組合は、ストライキ終

了協定に署名した。プロップス行政大臣は、この協定

は積み残し業務に対する賃金の引き上げを含み、全

行政局に対して直ちに適用されると述べた。 

１５日、国民議会は、数か月にわたったストライキ

で提起された点に対処するため、行政機関の特定の

手続きを最適化する緊急法案を可決した。外国人に

対する居住許可証と労働許可証の発行における領

域管轄を停止する一方、９月末まで外国人労働者は

労働許可申請書を提出すればすぐに働き始めること

ができるようになる。左派党と野党２党が反対した。 

 

●ストイメノヴァ＝ドゥフ・デジタル相不信任案【８日】 

野党民主党（ＳＤＳ）は、１３，０００台のノートパソコ

ンの購入に関して会計検査院と競争保護庁が不正を

報告したこと、およびＥＵの「デジタルの１０年」報告書

においてスロベニアの進捗状況が悪いことを理由に、

ストイメノヴァ＝ドゥフ・デジタル変革大臣に２度目の

不信任動議を提出した。ゴロブ首相は同大臣を擁護

し、「スロベニアは、デジタル化に関しては、ＥＵや国

連加盟国の中でも尊敬を集めている国のひとつであ

る」として、マリボルにあるスーパーコンピューターセ

ンターやＡＩプロジェクトに言及した。 

 

●住宅法改正案が可決【１０日】 

国民議会は、非国有化されたアパートを非営利で

賃貸する場合の国家補償を導入する住宅法改正案

を可決した。公共住宅への融資促進と国家住宅基金

見直しを目的としている。 

 

●ＴＥＮ－Ｔプロジェクト合理化法案が可決【１０日】 

～７月の主なポイント～ 
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国民議会はＴＥＮ－Ｔ汎欧州輸送ネットワーク内の

インフラプロジェクトの手続きを合理化する法案を可

決した。優先プロジェクトの建設、アップグレード、調

整、変更手続きを短縮し、公共調達の合理化も対象

とする。この新法により、スロベニアはＴＥＮ－Ｔ推進

のための合理化措置に関するＥＵ指令をすべて国内

法に反映する。 

 

●学校給食補助金を拡大する改正案が可決【１０日】 

国民議会で学校給食規制法改正案が全会一致で

可決した。２０２７年９月１日に学校給食が無料化され

るまでの間、保護者１人あたりの平均月収が４７０ユ

ーロ未満の家庭の児童は給食費無料となる。 

 

●反ナチズム・ファシズム法案提出【１１日】 

連立与党は、ナチズム・ファシズム賛美を違法化す

る法改正案を議会に提出した。６月に覆面自警団が

行った過激な排外主義パフォーマンスを受け、該当

する行為に罰金を科す。現在スロベニアには、ナチズ

ム・ファシズム賛美を明確に禁止する法律がない。 

 

●国際ビジネス振興と脱炭素化のために５，２００万

ユーロを提供【１２日】 

投資促進庁（ＳＰＩＲＩＴ）は、産業界における効率的

なエネルギー利用と脱炭素化および国際見本市での

企業振興のための共同出資を募る２つの公募、総額

約５，２００万ユーロを発表した。 

 

●ブルグレズ前ＭＥＰ、法務副大臣に【１５日】 

本年６月の欧州議会選挙で再選を逃したブルグレ

ズ前欧州議員（Ｓ＆Ｄ／ＳＤ）が法務副大臣に任命さ

れた。 

 

●漁民補償法改正案が可決【１５日】 

国民議会は、国境仲裁裁定を承認していないクロ

アチアから罰金を科された漁師に法的援助を提供し、

漁ができないことによる収入減を補償する法改正を

可決した。野党民主党（ＳＤＳ）は棄権した。 

 

●議会調査法改正案の審議【１５日、１９日】 

１５日、国民議会は、議案の合憲性について異議

がある場合、憲法裁判所による審査を必要とする議

会調査法の改正案を可決した。 

１９日、上院国民評議会は同法改正案に拒否権を

発動した。内容のほか、急速な改正に懸念を示して

いる。 

 

●政府と公共部門労組が協定に署名、秋の最終合

意に期待【１７日】 

政府と公共部門労働組合は、公共部門の給与改

革交渉で合意に達した点を記した文書に署名した。

署名したボシュトヤンチッチ財務相とプロップス公共

行政相及び労働組合代表は、これは今後の交渉に

向けた重要な一歩であると述べた。この文書では、２

０２５年から新しい給与制度が適用されることが規定

され、最低賃金と最高賃金の比率、インフレ連動ルー

ル、経過措置期間などが定められている。 

 

●政府与党の評価上昇も、SDSが最大の支持率【２

２日、２９日】 

ドネウニクが発表したヴォックスポプリ社による世

論調査で、連立政党・政府の支持率は引き続き上昇

した。自由運動党（ＧＳ）は１．５ポイント増の１６．１％、

社会民主党（ＳＤ）は１．１ポイント増の６．３％、左派

は０．２ポイント増の５．１％だった。政府支持率は１．

３ポイント改善の３５．１％となった。野党民主党（ＳＤ

Ｓ）は前月比０．２ポイント減の２３％で、新スロベニア

（ＮＳｉ）は０．２ポイント減の５．９％となった。 

２９日、民間放送局ポップＴＶが実施した世論調査

でも、ＳＤＳが最大の支持を集め、与党自由運動党

（ＧＳ）との差を広げた。ＳＤＳは２２．７％で、６月から

０．９ポイント上昇し、ＧＳは０．４％ポイント上昇して１

８％となった。ピルツ＝ムサル大統領は、ヴェスナ党

のプレビリッチ欧州議会議員に代わって最も人気の

ある政治家となった。 

 

●ＥＵ初のデジタル債券発行国に【２６日】 

スロベニアは、初の分散型台帳技術（ＤＬＴ）債券

（デジタル債）を発行し、財務省は、スロベニアはＥＵ

加盟国で初めて、世界でも数少ない国の一つとなっ

たと述べた。デジタル債は３，０００万ユーロ、４か月

満期で、クーポンレートは３．６５％である。 

 

●スロベニアの銀行システムは安定的で強靱【２６日】 

スロベニア中央銀行が欧州中央銀行（ＥＣＢ）の一

員として実施したストレステストで、スロベニアの銀行

システムは安定的で、ショックに強いことが示された。

中銀は、マクロストレステストにより資本の安定性が

示され、ＥＣＢレベルでのサイバーセキュリティテスト

でも潜在的なサイバー攻撃による大きな悪影響はな

いことが示されたと述べた。 

 

●医師組合、ストライキ制限を最高裁判所に提訴【３

１日】 

１月１５日からストライキを続けている医師・歯科医

師の労働組合フィデスは、ストライキ中に医師が提供

しなければならないサービスの範囲を拡大するため

に４月に採択された法改正について憲法裁判所に申

し立てた。最終的な判決が出るまで同条項を停止す

るよう求めている。 

【外政・ＥＵ・防衛等】 

●モンテネグロ軍に６機のドローンを納入【２日】 
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スロベニアは、モンテネグロ軍に６機のベリンＶドロ

ーンを納入した。他国がスロベニアから軍事装備を購

入する政府間取引としては初である。国防省は、この

契約は１００万ユーロ以上の規模で、昨年８月に両国

国防省が署名した軍事偵察・監視および航空監視に

関する協力協定に基づくものだと述べた。 

 

●ファヨン外相のブラジル訪問【５日、７日】 

４日、ファヨン外相はブラジルを訪問し、ヴィエイラ

外相と会談した。両外相は良好な関係を確認し、航

空輸送協定と観光協力に関する覚書に署名した。フ

ァヨン外相は「ブラジルは重要な経済的、政治的パー

トナーであり、コペル港とスロベニア経済の利益に鑑

み、再生可能エネルギー、ＡＩ、デジタル化、宇宙、水

管理などの分野で協力する可能性がある」と述べた。 

６日、ファヨン外相は、スロベニア・ブラジル商工会

議所とスロベニア・アルゼンチン商工会議所の会合に

出席した。そしてブラジル在住スロベニア人と会談し

て訪問を終えた。 

 

●英国の新政権を祝福【５日】 

ゴロブ首相は、英国労働党スターマー党首の首相

選出を祝福し、「両国間の関係をさらに強化し、ＥＵと

英国の協力関係を向上させるために協力することを

楽しみにしている」と X に投稿した。ファヨン外相も、

英国の新外相ラミー氏を祝福した。 

 

●パホル前大統領、ベオグラード・プリシュティナ対

話担当特使のポストに引き続き意欲【６日】 

 退任するボレルＥＵ外務・安全保障政策上級代表

は、退任前にライチャーク現ベオグラード・プリシュテ

ィナ対話担当特使の任期を２０２５年１月まで延長し、

後任人事を自身の後任に委ねたが、パホル前大統

領はＮ１ニュースポータルに対し、引き続き同ポスト

就任に意欲を示していると述べつつ、予定通りに選

出プロセスが進めば就任はより容易であっただろうと

認めた。 

 

●キーウの小児病院襲撃事件を非難【８日】 

ピルツ＝ムサル大統領は、ロシアによるキーウの

小児病院へのミサイル攻撃を非難し、学校や病院は

平和ゾーンでなければならないと述べた。ゴロブ首相

と外務省は、４０以上の都市、とりわけ病院を標的と

した大規模な攻撃を非難した。 

 

●国防支出目標【９日】 

シャレツ国防相は、スロベニアが年間ＧＤＰの２％

を国防支出に費やすという公約を達成していないとの

指摘を否定し、この目標は予定どおり２０３０年までに

達成されると述べた。同大臣は、欧州議員となるため

国防相職を離れ、秋に新大臣が任命されるまでは、

ゴロブ首相が同職を務める。 

 

●ゴロブ首相・ファヨン外相のＮＡＴＯ首脳会合出席

【１０日、１１日】 

１０日、ゴロブ首相は首脳会合に先立ち、ウクライ

ナとの連帯を表明し、同国の対ロシア防衛に分担金

を拠出すると述べつつ、具体的な数字には言及しな

かった。ファヨン外相は、ブリンケン米国務長官主催

の「ＮＡＴＯ女性と平和と安全保障」ラウンドテーブル

に出席し、女性の参加は和平交渉の成果を著しく向

上させると述べ、サミットで承認される予定のＮＡＴＯ

女性・平和・安全保障政策への支持を表明した。 

１１日、ゴロブ首相は、ウクライナへの援助は組織

的に行われるとし、スロベニアはウクライナを最初に

支援した国のひとつであり、今後も資金援助を継続す

ると述べた。 

ゴロブ首相は、バイデン米大統領が西バルカンに

おけるＮＡＴＯの関与を強化する必要性を強調したこ

とに満足感を示し、「スロベニアは、ウクライナへの継

続的な支援と、コソボへの駐留兵力を倍増し西バル

カン諸国へ関与することを明確に約束した」と述べた。 

 

●フィンランドとの首脳会談、パトリア社からＡＰＣを

購入へ【１１日、１３日】 

１１日、ゴロブ首相はＮＡＴＯ首脳会議の傍らストゥ

ブ・フィンランド大統領と会談し、スロベニアはフィンラ

ンドの防衛企業パトリア社から装甲兵員輸送車（ＡＰ

Ｃ）を購入すると発表した。価格や台数の詳細は明ら

かにせず、両国国防省間の協議が進行中で、契約は

最大限の透明性を確保し、両省間で直接行われる予

定であると述べた。２００６年に首相として行ったパト

リア社との防衛調達契約時に賄賂を受け取ったとし

て２０１３年に服役したヤンシャ民主党（ＳＤＳ）党首は、

「歴史の皮肉」と呼んだ。トニン新スロベニア（ＮＳｉ）党

首・元国防相はこの措置を歓迎した。連立与党の社

会民主党（ＳＤ）は、この取引の詳細については知ら

ないと述べ、左派党は資金を国民生活の改善に使う

方が良いのではないかとの検討を求めた。 

１３日、ゴロブ首相は、装甲兵員輸送車（ＡＰＣ）の

購入は主に次期国防大臣と軍事専門家が決定する

事項であり、政治家の責務は取引の透明性確保であ

ると述べた。 

 

●内相のモンテネグロ訪問【１１日】 

９日・１０日、ポクルカル内相はモンテネグロを訪問

し、シャラノビッチ内相と会談を行った。両者は不法移

民との闘いにおける西バルカン諸国間の協力など、

について議論し、ポクルカル内相は、スロベニアはモ

ンテネグロのＥＵ加盟に協力することも確認した。 
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●ＵＮＲＷＡに１００万ユーロ追加拠出【１２日】 

ファヨン外相は、国連本部で、国連パレスチナ難民

救済事業機関（ＵＮＲＷＡ）へのスロベニアの１００万

ユーロの追加援助を発表した。スロベニア、ヨルダン、

クウェートが主導した国連加盟国による共同誓約にも

参加し、ラザリニＵＮＲＷＡ事務局長とも会談した。 

 

●トランプ氏暗殺未遂事件への反応【１４日】 

ピルツ＝ムサル大統領、ゴロブ首相、外務・欧州省

は、トランプ前米大統領の選挙集会での暗殺未遂事

件を強く非難した。同大統領はＸ上で「民主主義に暴

力の場はない」と、ミロシッチ駐米大使は民主主義に

対する容認できない攻撃だと非難した。 

 

●オルバーン・ハンガリー首相「平和ミッション」への

反応【１１日、２２日、２８日】 

１１日、ゴロブ首相は、ハンガリーのオルバーン首

相のキーウ、モスクワ、北京訪問について、「我々は

このような一方的な行動に対しては全く理解ができず、

私自身としても、ＥＵを代表して発言するふりをしたり、

そのように解釈される可能性を残したりするならば、

なおさら理解できない」とし、「スロベニアは法の支配

の擁護者であり、本件でもその側に立つ」と付け加え

た。 

２２日、ファヨン外相は、ＥＵレベルでの決定がなさ

れない限り、スロベニアはＥＵ議長国ハンガリーが開

催する会合に参加する意向であると明らかにした。 

２８日、クーチャン元大統領は、第二次世界大戦関

連のイベントで、ハンガリーのオルバーン首相の自称

「平和ミッション」に理解を示し、代替案を考えることが

ＥＵの戦略的利益につながると述べ、もっと早く他の

国、可能であればスロベニアが同じようなイニシアチ

ブをとるべきだったと指摘した。 

 

●エネルギー相がアゼルバイジャン訪問、ガス供給

契約に署名【１７日】 

クメル環境・気候・エネルギー相と最大のガス供給

会社ゲオプリンは、アゼルバイジャンのエネルギー当

局と会談し、ゲオプリン社とアゼルバイジャン国営石

油会社（ＳＯＣＡＲ）はガス供給に関する覚書に署名し

た。ゲオプリン社は、この覚書はガス供給における両

国間のさらなる協力、ひいてはスロベニアのエネルギ

ー供給の安全保障に道を開くものであると述べた。ク

メル大臣は、今回の訪問は両国間の戦略的パートナ

ーシップを強化し、ガス供給の信頼性を確保するもの

だと述べた。 

 

●ウクライナとの安全保障協定に署名【１８日】 

１８日、ゴロブ首相は欧州経済共同体首脳会議の

傍らウクライナのゼレンスキー大統領と会談し、二国

間の安全保障協力と長期的支援に関する協定に署

名した。この協定に基づき、スロベニアはウクライナ

への安全保障と防衛支援を継続するため、あらゆる

選択肢を検討することを約束した。スロベニアは２０２

２年から２０２４年にかけて１３件の軍事援助を送り、

今後数年間も同レベルの援助を行う予定である。ゴ

ロブ首相は、この合意はウクライナに対する強力な支

援の証である述べ、ゼレンスキー大統領は、スロベニ

アはＥＵのウクライナ軍事支援ミッションの枠組みで

訓練を支援すると述べた。協定の文言は公表されて

いないが、ラジオ・スロベニアは、同協定は、人道支

援への追加出資を除き、スロベニアのさらなる財政的

コミットメントを想定していないと報じた。報じられてい

るところによると、両国は（同協定の中で）ロシアの侵

略を非難し、ウクライナの領土一体性に対するスロベ

ニアの揺るぎない支持を表明し、また、スロベニアは、

ウクライナがＥＵやＮＡＴＯに加盟するために必要な改

革措置を支援し、国際法に基づき戦争犯罪やその他

の犯罪に関与した人々の責任を追及することを約束

する。 

 

●英国との首脳会談、組織犯罪対策での協力を表

明【１８日】 

ゴロブ首相と英国スターマー首相は、欧州政治共

同体の会議の傍ら会談し、共同声明では、法執行と

組織犯罪との闘いにおける協力へのコミットメントを

表明した。両国は知識と情報の交換を改善する。ゴロ

ブ首相は、スロベニアは英国との関係強化を楽しみ

にしていると述べた。 

 

●フォン・デア・ライエン欧州委員長の再選に対する

反応【１８日】 

１８日、欧州委員会フォン・デア・ライエン委員長の

再任を受け、ピルツ＝ムサル大統領は、欧州と欧州

の人々のために緊密な協力関係を築いていきたいと

述べた。ゴロブ首相は、欧州が直面している複雑な課

題に取り組む上で、実りある協力ができることを楽し

みにしていると述べた。ファヨン外相は、欧州と世界

における共通の利益、経済的・社会的繁栄、平和、実

りある協力のために協力することを楽しみにしている

と述べた。 

 スロベニア選出欧州議会議員たちは控えめ、あるい

は厳しい反応を示し、同委員長が公約を果たすよう、

欧州委員会の活動を注視していくと述べた。特に、ト

ムツ議員（ＥＰＰ／ＳＤＳ）は、同委員長は決して我々

の選択ではなかったとし、同じく同委員長を支持しな

かったネメツ議員（Ｓ＆Ｄ／ＳＤ）も、同委員長の再選

は心強いメッセージにはならないと述べた。 

 

 

●イスラエルのパレスチナ占領に関する国際司法裁

判所の意見を歓迎【１９日】 
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スロベニアは、国際司法裁判所（ＩＣＪ）による、イス

ラエルによるパレスチナの占領は国際法に違反して

おり、できるだけ早く終わらせなければならないとする

意見を歓迎した。外務・欧州省は、ＩＣＪの意見の実施

を積極的に後押しすることは国際社会全体の義務で

あると付け加えた。 

 

●スロベニア選出欧州議員の委員会配置【１９日】 

欧州議会の委員会メンバーが公表され、内務委員

会にはグリムス議員（ＳＤＳ）、ネメツ議員（ＳＤ）、ヨヴ

ェヴァ議員（ＧＳ））が所属する。雇用委員会にはヨヴ

ェヴァ議員、トムツ議員（ＳＤＳ）が、文化教育委員会

にはトマシッチ議員（ＳＤＳ）が、地域開発委員会には

プレビリッチ議員（ヴェスナ）が、産業・研究・エネルギ

ー委員会にはトニン議員（ＮＳｉ）が、環境・公衆衛生・

食品安全委員会にはズヴェル議員（ＳＤＳ）が、運輸

観光委員会にはシャレツ議員（ＧＳ）が、予算委員会

にはネメツ議員がそれぞれ所属する。 

 

●バイデン米大統領の撤退に対する反応【２２日】 

バイデン氏が大統領選からの撤退を表明したこと

を受け、ゴロブ首相は、大西洋関係を強化するため

のバイデン大統領の継続的な努力に感謝した。ファヨ

ン外相は、同大統領の決断を尊重すると述べた。ゴ

ロブ首相とファヨン外相は、スロベニアは次の米大統

領が誰になろうと協力すると述べた。 

 

●ヴェセウ欧州委員候補の選出【２６日】 

２６日、政府は、スロベニアからの欧州委員として、

ヴェセウ前監査裁判所所長を全会一致で承認した。

アルチョン副首相は、５７歳の同氏はその経験を考慮

して有能で信頼でき、幅広い政治的支持を得ていると

述べた。また、フォン・デア・ライエン欧州委員会委員

長が加盟国に男女の候補者を推薦するよう呼びかけ

たのを政府が聞き入れなかったという批判を退け、候

補者を選定する際に重要なのは性別ではなく能力で

あり、候補者が１名しか指名されないのはスロベニア

だけではないと述べた。ヴェセウ氏は、予算、行政、Ｅ

Ｕ拡大を関心のある分野として挙げた。 

 

●独ヴィッシング・デジタル交通大臣のスロベニア訪

問【２６日】 

 ブラトゥシェク・インフラ相は、ドイツのヴィッシング・

デジタル・交通大臣を迎え、鉄道インフラへの大規模

投資の重要性を強調し、スロベニアの航空接続を強

化する方法を議論した。両大臣は、空港運営会社フ

ラポート・スロベニア経営陣とも会談し、ヴィッシング

大臣は、スロベニアの航空路線を強化する努力を支

持し、アイデアや可能な解決策を提供できる様々な

パートナーとの協議の継続を提案した。 

 ストイメノヴァ＝ドゥフ・デジタル変革大臣は、同大臣

と会談し、半導体と人工知能における協力について

議論した。両者は協力強化に合意し、スーパーコンピ

ューターにおける協力、ＥＵ法の施行とＥＵのデジタル

政策についても議論した。 

 

●カリタス、レバノンへ物資支援【３０日】 

 カリタス・スロベニアらは、１０万ユーロ以上の物資

を詰めたコンテナをレバノンに送る。医療、衛生、歯

科用品を含むこの支援は、複雑な人道危機に見舞わ

れている同国の家庭内暴力の被害者も対象である。

外務・欧州省は、スロベニアは過去５年間でレバノン

に総額３５０万ユーロの人道支援を提供している。 

 

●ロシア人スパイに実刑判決【３１日】 

２０２２年１２月にスパイ容疑でスロベニアで逮捕さ

れたロシア人夫婦は、リュブリャナ地方裁判所で行わ

れた秘密裁判で有罪を認め、それぞれ懲役１年７か

月の実刑判決を言い渡された。 

（当館注：８月１日、スロベニアは国際的な囚人交換

取引に参加し、この２名を引渡した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済・統計・科学技術 

●観光会社サヴァ、過去最高売上高を記録【１日】 
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スロベニア最大の観光会社サヴァ社は、昨年の売

上高が２０２２年比１２％増の１億１，９９０万ユーロと

なり過去最高を記録した。収益増加の理由は、宿泊

数の２％増加や価格の上昇に反映された観光業界

全体の継続的な回復だと述べた。 

 

●消費者は国産品よりも価格志向【３日】 

スロベニアの小売業者はできるだけ多くのスロベニ

ア産野菜を販売することに力を注いでいると主張して

いるが、原産地よりも価格を重視する消費者の割合

は増加しており、そこに小売業者の影響力はほとん

どない。スパー社は、スロベニア産野菜のシェアは拡

大し３２％に達し、スロベニア産野菜の仕入れ価格は

外国産野菜より２０％～３０％高いが、それでも地元

の生産者・農家を支援していると述べた。同社は、消

費者がスロベニア産をもっと買ってくれることを願って

いるものの、市場調査によると、バイヤーはより価格

重視の傾向が強く、スロベニア産に高く支払うのは

６％（前年は１５％）程度であると指摘した。 

 

●スロベニアで「海の鼻水」発生【３日】 

地中海で最近観察されている「海の鼻水」と呼ばれ

るゼラチン状の有機物が、スロベニアの海岸でも漁

師や観光客に問題を引き起こしている。発生は比較

的まれで、これほど広まったのはここ２０年ほどで初

めて。この現象は（当館注：水温上昇、水質汚染・富

栄養化による藻類の成長過剰など）さまざまな要因

の結果であり、研究者たちはその解明に苦慮してい

る。 

 

●上半期の新車登録台数は増加、ＥＶは半減【４日】 

商工会議所のデータによると、今年上半期の新車

および小型商用車の登録台数は、２０２３年の同時期

に比べ５％以上増加し、３２，８００台以上となった。一

方、電気自動車（ＥＶ）の新車登録台数は約４，６００

台とほぼ半減した。 

 

●５月の輸出は２．４％増、輸入は５．１％増【５日】 

５月の輸出額は５０億４，０００万ユーロで前年同月

比２．４％増、輸入額は５５億７，０００万ユーロで５．

１％増、国別では、輸出入のいずれも１位はドイツ（輸

出：２４．２％、輸入：２３．４％）であった。 

 

●イストラ半島産蜂蜜がＥＵで保護へ【５日】 

欧州委員会は、スロベニアとクロアチアによるイス

トラ半島産蜂蜜の原産地呼称保護の登録申請を承

認した。 

 

●ＤＡＲＳ、シェントヴィド高速道路トンネル建設業者

を選定【８日】 

国営高速道路会社ＤＡＲＳは、ゴレンスカ高速道路

とリュブリャナ環状道路および国内の他の高速道路

網を結ぶシェントヴィドトンネルの未完成の出入口を

完成させる建設業者を選定した。プロジェクトは１，２

００万ユーロ規模、クランを拠点とする建設業者Ｇｏｒｅ

ｎｊｓｋａ Ｇｒａｄｂｅｎａ Ｄｒｕžｂａ（ＧＧＤ）に発注された。 

 

●保険会社トリグラウ、１億ユーロの劣後債を発行

【９日】 

スロベニア最大の保険会社トリグラウは、１億ユー

ロ相当の２０．５年劣後債を発行した。債券は機関投

資家向けに販売され、利回りは６．７５％。ルクセンブ

ルク証券取引所の規制市場で取引される。 

 

●コペル－ディヴァチャ間鉄道トンネル工事が完了

【１０日】 

コペル港とディヴァチャのハブを結ぶ新しい鉄道線

路の全１０本のトンネル管の掘削工事が完了し、記念

式典が行われた。プロジェクト全体は２０２５年末まで

に完了する予定である。 

 

●５月の工業生産は減少【１０日】 

５月の工業生産高は前年同月比５％減少し、工業

総売上高は４．３％減少した。最も減少したのは製造

業（－４．９％）であった。 

 

●電力生産は増加、消費は減少【１０日】 

エネルギー庁報告書によると、２０２３年に送配電

網に供給された総電力生産量は、１４，１９４ギガワッ

ト時（ＧＷｈ）で、前年より１６％増加し、中でも水力発

電の総出力は５８％増加した。総電力消費量は７％

減少した。国内電力生産は国内需要の９１％を満たし

ている。 

 

●クルカグループ、上半期３０％増益【１１日】 

医薬品メーカー、クルカ社の２０２４年上期のグル

ープ純利益は、売上高が７％増の９億８，５００万ユー

ロとなり、前年同期比３０％増の２億２，２００万ユーロ

となった。営業利益（ＥＢＩＴ）は１％増の２億３，８００万

ユーロ、税引前利益（ＥＢＩＴＤＡ）は２％減の２億８，４

００万ユーロとなった。コラリッチＣＥＯは「すべての販

売地域とほとんどの市場において成長を遂げ、推定

売上高と推定ＥＢＩＴは史上最高である」と述べた。総

額２億３，１００万ユーロというこれまでで最高額の配

当が承認された。 

 

 

 

●JSI 研究員が食用レーザー研究でＥＲＣ助成金を

獲得【１１日】 
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ヨジェフ・ステファン研究所（ＪＳI）フマル研究員が、

エディブル・レーザープロジェクトで欧州研究会議（Ｅ

ＲＣ）助成金を獲得した。同プロジェクトでは、食用可

能な材料からレーザーを製造し、食品や医薬品など

の特性・鮮度を検出する。 

 

●コペル港新旅客ターミナルの建設業者が決定【１２

日】 

コペル港を運営するルカ・コペル社は、新旅客ター

ミナルの建設会社としてマルコ・ファイブ社を選定した。

提示額は３６５万ユーロ（ＶＡＴ込）で、ルカ・コペル社

は、来年のシーズン開始までに建設が完了すること

を見込んでいると述べた。 

 

●自動車修理工場がゲネラリ保険に抗議【１５日】 

一部の自動車修理工場は、保険会社ゲネラリが修

理費用の全額を負担せず、時間当たりの料金も全額

支払われていないとして、ゲネラリの保険に加入して

いる顧客の受け入れを中止することを決定した。自動

車修理工場協会はデロ紙に、１００以上の工場がこ

の行動に参加すると述べたが、ゲネラリ社は非難を

否定した。 

 

●クロアチアの小売業者Ｓｔｕｄｅｎａｃがスロベニアに

進出へ【１６日】 

クロアチアの小売業者Ｓｔｕｄｅｎａｃは、スロベニアの

小売市場への参入を目指し、シェントユルを拠点とす

る食料品チェーン、ケア（Kea）を買収する契約を締結

した。ケア社は直営店を持つ一方、トゥシュ・スーパー

マーケットのフランチャイズ店も数多く経営し、ツェリエ、

マリボル、プリクムリエ地方、プリモルスカ地方にある

３１店舗で約２５０人を雇用し、昨年の売上高は約５，

０００万ユーロだった。Ｓｔｕｄｅｎａｃ社ＣＥＯは、スロベ

ニアへの進出は重要なマイルストーンだと述べた。こ

の取引はスロベニア市場規制当局の認可が必要で

ある。 

 

●仏ワイン専門家、ボルドーでレフォシュクの栽培を

提案【１８日】 

レフォシュク（Ｒｅｆｏšｋ）は、プリモルスカ地方原産の

赤ワイン用ブドウ品種であるが、フランスの著名なワ

イン醸造家Ｎｉｃｏｌａｓ Ｖｉｖａｓは、気候変動への対応の

ため、フランスのボルドー地方でもレフォシュクを栽培

することを提案している。ワイン分野で影響力のある

デカンター・ワイン誌には、ボルドー地方で栽培が許

可されているワイン品種にレフォシュクを加えるという

提案が掲載された。 

 

 

●世界的なＩＴ障害の影響【１９日】 

 Ｗｉｎｄｏｗｓに関連する世界的な障害がスロベニアの

企業にも影響を及ぼした。リュブリャナ空港ではフライ

トチェックインのシステムに問題が発生し、出発に若

干遅れが出た。クルカ社も影響を受けたが、事業に

影響はないとした。 

 

●レヴォズ社、ルノーのＥＶを生産へ【２０日、２２日、

２４日】 

 ２０日、フォーブス・スロベニアは、仏ルノー社がノヴ

ォ・メストの自動車組立工場レヴォズに、同社の新型

電気自動車トゥインゴの生産を委託すると報じた。 

２２日、ゴロブ首相はこの報道を認め、政府はこの

プロジェクトにほぼ１年かけて取り組み、フランスが欧

州内で電気自動車を製造すると決定したおかげで実

現したと述べた。 

２４日、レヴォズ社は、ゴロブ首相、シュタイナー・

ルノー・ブランド産業担当副社長、ベレ・レヴォズ会長

が署名した覚書に基づき、２０２６年にＥＶトゥインゴの

製造を開始する。投資額は明らかにされていないが、

覚書により、ルノーはスロベニア政府による投資支援

を受け、年間生産台数は１５万台を見込んでいる。 

 

●ヴィパヴァ渓谷に大規模灌漑システム導入へ【２０

日】 

 気候変動対策として、各地に灌漑システムを整備す

るプロジェクトが進行中であり、中でも最大のものは

ヴィパヴァ渓谷に計画されている。２０２５年末までに

計画が策定され、約１，９００ヘクタールの土地を灌漑

する。 

 

●５月の平均給与総額は前年同月比で増、前月比で

は微減【２２日】 

５月の平均総支給額は２，３４３．２８ユーロ、純支

給額は１，４８６．８８ユーロで、それぞれ前月に比べ

名目で０．１％、実質で０．６％減少した。前年同月比

ではそれぞれ６％増、３．５％増であった。 

 

●６月の消費者信頼感、低下【２３日】 

６月の消費者信頼感は前月比１ポイント低下した

が、それでも前年より８ポイント高かった。前月比の減

少は、国の経済に対する消費者の悲観的（４ポイント

減少）と、家計の状況に対する悲観（３ポイント減少）

の結果である。 

 

●上半期の観光客・宿泊数は増加【２５日】 

上半期にスロベニアを訪れた観光客は２６０万人

近くで、前年同期比４．５％増、観光客宿泊数は約６４

０万泊で、前年比２．２％増となった。統計局によると、

宿泊数の約７０％は海外からで、大半はドイツから、

オーストリア、イタリアがそれに続いた。 
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●ＪＳI、量子科学ハブ開発のためのＥＵ資金を獲得

【２５日】 

ヨジェフ・ステファン研究所（ＪＳI）は、スロベニア量

子科学ハブ（ＳＱＵＡＳＨ）を開発する。１，２００万ユー

ロ規模のプロジェクトで、ＥＵ基金から５７０万ユーロを

獲得した。プロジェクトの目的は、量子技術のトップ専

門家を誘致することである。 

 

●ソブリン・ホールディング、洪水後の復興に約７，９

００万ユーロを計上【２６日】 

スロベニア・ソブリン・ホールディング（ＳＳＨ）は、政

府の決定に基づき、２０２３年の配当可能利益７，８９

０万ユーロの全額を洪水復興基金に振り向ける。ＳＳ

Ｈはまた、今後４年間の配当可能利益を２０２３年８月

の洪水後の復興に充てる。６月末までに、洪水後の

復興基金には８，８４０万ユーロが積み立てられた。 

 

●リュブリャナ・マドリード便就航、航空接続性は未だ

課題【２７日、２９日】 

２７日、国際空港協会ＡＣＩヨーロッパの調査による

と、スロベニアの航空接続性は直行便の接続におい

て劣っており、欧州で最悪の部類である。 

２９日、スロベニアの航空接続を強化するための国

家補助金制度により確保された４番目の路線として、

イベリア航空のリュブリャナ・マドリード間の定期便が

就航した。９月５日まで、月曜日と木曜日の週２便が

運航する。 

 

●アリアンツ、ツィンカルナ・ツェリエを買収【２９日】 

ドイツの金融大手アリアンツは、クロアチアの年金

基金管理会社アリアンツＺＢを通じ、化学会社ツィンカ

ルナ・ツェリエを買収した。アリアンツ社は、リュブリャ

ナ証券取引所で８１０万ユーロのブロック取引を行い、

ツィンカルナ・ツェリエの株式５．３２％を取得した。 

 

●家電メーカーのゴレニェ、売上高２５億ユーロを記

録【３０日】 

中国資本の家電メーカー、ゴレニェ社は、２０２３年

に前年比１６％増となる純売上高２５億３，０００万ユ

ーロを記録した。純利益は４６８％増の２，１００万ユ

ーロで、規模の拡大、生産性の向上、コスト管理の改

善、製品構成の好転が売上高増につながった。 

 

●７月の年間インフレ率は１．３％に低下【３１日】 

７月の年間インフレ率は１．３％に低下し、２０２１年

３月に次ぐ低水準となった。年間インフレ率は４か月

連続で低下した。レストランとホテルにおけるサービ

ス価格の６．１％上昇が年間インフレ率に０．４ポイン

ト寄与した。 

 

 

●フランスとのフォーラム、自動車産業に注目【３１日】 

投資促進庁（ＳＰＩＲＩＴ）等が主催したスロベニア・フ

ランスフォーラムで、世界の自動車産業は重要な課

題に直面しており、スロベニア、フランス、ＥＵの自動

車産業も影響を受けるとの指摘があった。同イベント

はパリ・オリンピックの傍らスロベニアハウスで開催さ

れ、輸送の電気化とお役所仕事の削減のための迅

速な対策の必要性が指摘された。 

 

●保険会社、過去最高額の自然災害保険金支払い

【３１日】 

保険会社は、２０２３年に３億３，５００万ユーロの自

然災害保険金を支払い、このうち昨年８月の洪水に

よるものは１億５，０００万ユーロで、単一の気象現象

に対して支払われた補償額としては、２００８年８月暴

風雨・雹に対する８，５００万ユーロを超えて最高額で

あった。 
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治安・事件事故 

●警察を騙る詐欺メール【４日】 

 ７月初旬以降、警察や欧州刑事警察機構（ユーロポ

ール）を騙る詐欺メールが多数確認されている。ある

ケースでは、小児性愛に係る法廷召喚状を騙り、警

察長官の虚偽の署名が記載されていた。警察は、添

付ファイルを開いたりリンクをクリックしたりせず、すぐ

にメールを削除し、送信者をブロックするよう呼びか

けた。 

 

●マリボルで発砲事件【１２日】 

マリボルで夜間に男同士が口論となり、一方の５６

歳の男が銃を発砲した。数発の銃弾はいずれも地面

に当たり、けが人はなかった。男は警察官によって逮

捕された。 

 

●北東部で降雹被害【１４日、１５日】 

１３日、北東部シュタイェルスカ地方とプレクムリエ

地方は激しい雷雨に見舞われた。スロベンスカ・ビス

トリツァでは、卵大の雹が降り、３５０戸以上の家屋が

被害を受け、多くの自動車、太陽光発電所を含む電

力インフラ、商業施設その他の建物が被害を受けた。

市民保護・災害救援局によるとシュタイェルスカ地方

だけで５００件以上の被害が報告されている。 

１５日、スロベンスカ・ビストリツァ市は、雹による被

害額を数百万ユーロと見積もり、少なくとも４２０棟の

建物（主に屋根）が被害を受け、多くの車や農作物も

被害を受けたと述べた。 

 

●南西部で森林火災【１７日、１８日、１９日】 

１７日、熱波により南西部プリモルスカ地方、クラス

地方で森林火災のリスクが高まっているとして、森林

火災注意報が発出された。ノヴァ・ゴリツァでは大規

模な森林火災が発生し、政府は国民保護計画を発動

して対応した。 

１８日、ノヴァ・ゴリツァの南東トルステル山で山火

事が発生し、約１５０ヘクタールの森林が焼けた。１９

日までに約４８０人の消防士等の活動により鎮火し、

注意報は３０日に解除された。 

 

●リュブリャナで連続路上強盗事件【１９日】 

１８日未明、リュブリャナ・モスト地区の路上で、電

動キックボードに乗った覆面の男が通行人に近づき、

ナイフで脅してリュックサックを奪った。その数時間後、

ＢＴＣ付近の路上で、通行人が同一とみられる男に殴

られ、金品を要求された。通行人が拒否したところ、

男は同人をさらに殴り現場から逃走した。 

 

 

 

 

 

●北部で豪雨、土砂崩れ、洪水【２０日】 

 １９日夜、北部で豪雨により建物や道路が浸水した。

土砂崩れが道路を封鎖し、コクラ村では住民の一部

が避難を余儀なくされた。 

 

●上半期の不法移民統計【２３日】 

警察が２０２４年上半期の不法移民関係統計を発

表した。不法移民の数は前年同期比３％増の２万１，

２４３人で、特にシリア人が１０倍に増加し全体の３分

の１を占めた。また全体の８３％がクロアチアとの国

境で検挙されており、依然としてバルカン・ルートでの

入国が多い。欧州国境沿岸警備庁によると、今年上

半期にＥＵ内全体で検挙された不法移民の数は前年

同期比３０％減であった。 

 

●各地で豪雨・地滑り【２８日】 

全国的な豪雨により、北部コロシュカ地方をはじめ

とする一部地域で地滑りが発生し、各地で約１６０件

の関連事故が報告された。チュルナでは建物や道路

が浸水し、スポドニイェ・ヤゴウォリェでは、土砂崩れ

で腰まで埋まった住民が救出された。 
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社会・文化・スポーツ 

【スポーツ】 

●パリ・オリンピック女子柔道で金メダル【３０日】 

パリ・オリンピック柔道女子６３ｋｇ級で、スロベニア

のレシュキ選手がメキシコ人選手を一本で破り金メダ

ルを獲得した。スロベニアにとってパリ大会初のメダ

ルで、オリンピック柔道で６大会連続のメダルとなった。 

 

【生活】 

●ホームレス・デイ・センターの立ち退き延期【３日】 

リュブリャナのコングレス広場にあるカトリックの慈

善団体ウルスリン修道女会が運営するホームレスの

デイ・センターの立ち退きが延期された。同センター

は遅くとも２年後にはこの施設を去ることになる。 

 

●スロベニア人の若さ自認は平均的【１１日】 

７月１１日の世界人口デーを前に行われたメディア

ナ社の世論調査で、、スロベニア人は４４歳で若さを

感じなくなり、５７歳で老いを感じ始めることが明らか

になった。他のヨーロッパ諸国と比較すると、スロベニ

ア人は平均的なヨーロッパ人より１年遅く若さを感じな

くなり、２年早く老いを感じ始める。 

 

スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281 又は 8282 Fax：+386-1-251-1822、Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web:http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

 

【領事班からのお知らせ】 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。在留届は、渡航前にオンラインで提出する

ことも可能です。また、住所・連絡先の変更、同居家族の追加など、提出済み在留届の記載事項に変更が生じた場

合は「変更届」を、帰国や当館管轄地域外へ転出する場合は「帰国・転出届」を必ずご提出ください。 

特に、当館からの重要な連絡が確実に皆様に届くよう、E メールアドレスや携帯電話番号の変更は速やかに届出を

お願いいたします。 

●大使館で受け付けている手続の一部は、夜間、休日等を問わずオンラインで実施可能です。詳しくは以下のリン

ク先をご確認ください。 

【在留届】 http://www.ezairyu.mofa.go.jp/ 

【各種証明・手数料決済】 https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00834.html 

【旅券（パスポート）】 https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00740.html 

●現在マイナンバーカードを持っていない国外在住者（2015 年 10 月 5 日以降に国外転出をした方に限る。）も、マ

イナンバーカードの発行を受けられるようになりました。申請は在外公館窓口等で可能です。詳しくは以下のリンク

先をご確認ください。  

【外務省 HP】 https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/todoke/maina.html 

●海外に住んでいる人が、外国にいながら国政選挙に投票することを「在外投票」といいます。在外投票ができるの

は、日本国籍を持つ 18 歳以上の有権者で、在外選挙人名簿に登録され、「在外選挙人証」を持っている人です。 

在外選挙人証の交付手続は、申請から受け取りまでに通常約２か月かかります。交付を希望される方は、余裕を持

って申請を行ってください。 

●当地での在留許可手続等で必要となる警察証明（犯罪経歴証明）については、申請から受け取りまでに通常約２

か月かかります。交付を希望される方は、余裕を持って申請を行ってください。 

●こころがモヤモヤしたり、ざわついたりするときは、相談してみませんか？ 

 外務省は、特定非営利活動法人と連携して海外在住日本人の孤独・孤立対策の支援を行っています。海外にい

ても、ＳＮＳやチャットを使って日本語で相談できます。相談は無料です。 

【外務省ＨＰ：孤独・孤立及びそれに付随する問題でお悩みの方へ】

https://www.anzen.mofa.go.jp/life/info20210707.html 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia/ 


